
 

景観まちづくり情報シート(自主活動) 

活動団体名 （一社）北海道建築士会まちづくり委員会 

 

自主活動名 北海道建築士会まちづくり会議 

  

事業年度 

 

平成 31年 3月 16日（土）15：00～18：30 参加者 33名  

活動の概要 北海道建築士会まちづくり会議は、年に１回、各まちづくり部会員及

び活動関係者（本部の各委員等）が一堂に集まり、活動報告やシンポジ

ウムを行うなど、情報を共有する場となることを目的に開催するととも

に、「まちづくり」というキーワードを通して、各委員会の連携強化も目

的とする。 

防災／歴史／景観／空き家／福祉というカテゴリーのまちづくり活動

について、連合会の動きや北海道の各まちづくり活動内容の報告を行う

とともに、今回は「胆振東部地震」をメインテーマとし、その被害報告

や様々な課題を伺い、このような災害に対し、建築士・建築士会に何が

できるのかみんなで考えた。 

【連合会まちづくり会議の報告、各まちづくり部会員からの報告】 

【胆振東部地震についての講演】 

「防災から考えるまちづくり戦略」 

（地独）北海道立総合研究機構建築研究本部  

北方建築総合研究所地域研究部 松村部長 

「被災地における応急仮設住宅」 

   北海道建設部住宅局住宅課 奈良主幹 

【パネルディスカッション】 

「震災による問題点や課題。そして 

建築士や建築士会に求められること」 

【グループ討議】 

「建築士・建築士会ができることは何か」 

 

他団体(行政も

含む)との連携 

 

北海道より震災に関する情報提供をいただいた。 

 

 

 


